
10月31日から11月12日までの間、

英国のグラスゴー市において、第

26回気候変動枠組条約締約国会議

（COP26）が開催されました。こ

の会議は、気候変動に関する国際

的な会議で、米国・中国、欧州各

国をはじめ、アフリカ・ラテンア

メリカ・太平洋諸国等、約120カ国

が参加しました。その様子につい

ては、日本においてもニュース等

で盛んに報じられたことかと思い

ます。この会議では、二酸化炭素

（CO2）などの温室効果ガスの削

減や排出権取引などについて各国

間で交渉が続けられ、石炭火力の

段階的削減や、さらに厳しい温室

効果ガスの削減目標を定めること

などが決まりました。

今回のCOP26の開催地となった

英国では温室効果ガスの排出につ

いて、英国では2019年に先進7カ国

（G7）の中で初めて、2050年まで

にネットゼロ（温室効果ガスの排

出量と吸収量を同じにして、実質

的に排出量をゼロにすること）を

達成するという目標を掲げました。

また、2035年までに温室効果ガス

の排出量を1990年比で78％削減す

るという、さらに野心的な目標も

定められ、達成に向けた計画も策

定されました。「緑の産業革命」

をキーワードに、英国は民間資金

も活用して、クリーンエネルギー

やグリーンインダストリーへの投

資に注力していくようです。そん

な英国には、「ネットゼロ」や

「カーボンニュートラル（ネット

ゼロとほぼ同義）」をうたう商品

や、「カーボンフットプリント

（商品の製造から流通・消費まで

に排出するCO2の量）」を表示し

ている商品が多く見られます。
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▲COP26の開催されたグラスゴー市の街並み。
（Tolbooth Steeple, Glasgow. by Stevie Spiers

Wikimedia Commonsより）

最新の調査 (※)によれば、英国の

消費者の3人に1人は、「環境面で

持続可能な活動を行っている、ま

たはそのような価値観を持ってい

るブランドを選んでいる」と答え

ており、環境に優しい商品である

ことが、消費者にとっても魅力的

に見えていることがうかがえます。

今回は、英国で手に入る身近な商

品から、英国企業の温室効果ガス

削減の取り組みについてご紹介し

ます。

(※) Sustainability & Consumer Behaviour2021 | Deloitte UK

https://www2.deloitte.com/uk/en/pages/consumer-business/articles/sustainable-consumer.html
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カーボンフットプリント表示～

食品メーカー「Quorn」

Quorn（クォーン）はイングラン

ドの北部に本社を置く企業で、代

替肉（動物の肉を使用せずに肉の

食感などを再現した商品）を製造

する企業として、英国をはじめ米

国やEU諸国など16カ国に商品を販

売しています。同社では販売して

いる商品の60％にカーボンフット

プリントが表示されており、今後

すべての商品へのカーボンフット

プリント表示を目指すとのことで

す。畜産業は、飼料用作物の栽培

地のための森林伐採や、家畜から

のメタンガス（メタンガスはCO2

より強力な温室効果を持っていま

す）の排出などの面で、気候変動

に無視できない影響を与えていま

すが、Quornブランドの代替肉は菌

類を原料に使用しており、その生

産にあたって排出する温室効果ガ

スの量は、同じ重量の牛肉の45分

の1、比較的排出量が少ないといわ

れる鶏肉と比較しても7分の1と非

常に低くなっています。同社はこ

の排出量の少なさを消費者に積極

的にアピールしており、強力な

セールスポイントになっています。

カーボンネガティブへの取り組み

～ビールメーカー「Brewdog」

Brewdogはスコットランドに本

社を置く、世界的に有名なクラフ

トビールメーカーです。同社は

2020年8月に「カーボンネガティブ

（温室効果ガスの吸収量が排出量

を上回ること）」であることを

表明しました。同社は工場の電源

として風力発電などのクリーンエ

ネルギーを活用しており、また醸

造中に発生するCO2を回収して大

気中に放出させないための設備を

設置するなど、温室効果ガス削減

に取り組んでいます。また、ス

コットランドのハイランド地方に

9,300エーカー（上板町の面積に匹

敵）の広さの土地を購入し、英国

で最大規模の森林再生プロジェク

トを進めています。これらの取り

組みを通じ、同社は「自社が排出

する炭素の二倍の炭素を大気中か

ら取り除いている」（同社ホーム

ページより）とのことです。

▼Brewdogの取り組みを伝えるホームページ記事。同社ウェブサイトより

▲Quornのベジタリアンソーセージの
パッケージ。右上にカーボンフットプ
リントが表示されている。
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カーボンオフセット制度の活用～

靴小売「Pavers」

Paversはイングランドに本社を

置く靴小売チェーンで、英国の靴

小売業者で初めて「カーボン

ニュートラル国際認証」を取得し

ました。同社は現在、ウルグアイ

における森林再生プロジェクトを

支援しており、これによるカーボ

ンオフセット（自社の温室効果ガ

ス排出量に見合う、植林・森林保

護・クリーンエネルギーなどの削

減活動を行うこと）を通じてカー

ボンニュートラルを達成していま

す。同社は、国連とパートナー関

係にある環境系の非営利団体によ

り、環境的にも社会的にも効果的

であることが検証されたカーボン

オフセットプロジェクトのみをサ

ポートしています。

エネルギー企業による取り組み～

電力会社「Green Energy UK」

英国では日本と同様電力が自由

化されているため、各家庭でどの

電力会社と契約するか選ぶことが

できます。そのため、自然エネル

ギーや再生可能エネルギーによる

電力生産を行っていることをア

ピールすることで差別化を図る電

力会社が多く見られます。その中

でもユニークなのがGreen Energy

UKです。同社では、発電量に占め

るバイオガス（農業廃棄物や食品

の食べ残しなどを微生物が分解し

て生産される可燃性ガス）による

火力発電、太陽光・風力・水力発

電などのグリーンエネルギーの比

率が100％となっています。また、

生態系や持続可能性に配慮した

エネルギーの国際認証制度である

「EKOenergy」認証ラベルを取得

した電力のみを使用する特別料金

プランも存在し、さらに付加価値

の高いエネルギーを消費者が選択

することも可能です。

本記事では温室効果ガスの削減に

絞ってご紹介しましたが、英国で

はこのほかにも、プラスチックの

利用削減など様々な環境問題に取

り組んでいる企業がその取り組み

を積極的に消費者に向けて発信し

ており、また商品のパッケージな

どにも積極的に表示して差別化を

図っていることが見て取れます。

取り組みの効果に関する透明性の

確保等の課題はありますが、環境

に優しい商品やサービスを消費者

が選好することが、企業が環境問

題に取り組むことに対するインセ

ンティブ（動機づけ・報酬）とし

て機能すれば、気候変動をはじめ

とする環境問題に対応するうえで

役に立つと筆者は考えます。今後、

日英両国において、このような商

品を消費者が選び取れる機会が増

えていくことを願いたいと思います。
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